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1 節 放送番組の編成

国内放送番組編集の基本計画
　「平成29年度（2017年度）国内放送番組編集の
基本計画」は，放送総局内で議論を重ねたうえ，
編成局で原案を作成した。この原案を理事会で決
定し，12月，中央番組審議会に諮問，答申を得た
うえ経営委員会で決定した。
　以下はその原文である（p.57まで）。記号など
は本書の方式に合わせた。

Ⅰ．編集の基本方針
　東京オリンピック・パラリンピックの開催まで
あと 3年。世界から日本が大きな注目を集める
2020年，NHKは視聴者のために最高水準の放送・
サービスを提供することを目指しています。平成
29年度はその目標に向かって大きく前進し，文化
の向上と健全な民主主義の発達に寄与し，公共放
送としての使命を果たします。
　国内放送の編集にあたっては，事実に基づき，
公平・公正で正確・迅速な報道，何人からも干渉
されない放送の自主自律と不偏不党を貫きます。
日本や世界の課題に向き合い，広範な取材ネット
ワークを生かして，わかりやすく丁寧なニュース・
番組を視聴者に届けます。視聴者の多様な期待に
応えて，見応えのある魅力的なコンテンツを開発・
制作し，若い世代からシニア世代まで幅広く支持
される多彩な番組を編成します。
　また，頻発する自然災害に対応するため，防災・
減災報道に万全を期します。地域の課題に向き合
い活性化に貢献するとともに，生活者の暮らしを
守り，ともに生きる社会の実現を目指します。引
き続き東日本大震災，熊本地震などによる被災地の
課題を深く掘り下げ，復興を後押ししていきます。
　さらに，次の時代を築く新サービスの分野に力
を入れて取り組みます。本格的なスーパーハイビ
ジョン時代に備えて， 4 K・8 K番組の制作を一段
と加速させ，放送文化発展の先導的な役割を果た
します。また，デジタルサービスを一層身近で役
に立つ姿へと進化させ，若い世代を惹きつけ，幅
広い利用者の満足度を高めるとともに，災害時の
情報配信に力を入れます。
　平成29年度，NHKは社会の関心や多様なニー

ズに応えて，魅力的なコンテンツと新しいサービ
スを創造します。より身近で信頼される公共メデ
ィアへと発展するために，挑戦と改革を加速させ
ます。

Ⅱ．編集の重点事項

1．  命と暮らしを守る報道に全力をあげ，被
災地の復興を継続して支援

　繰り返される自然災害によって，多くの尊い人
命が失われ，国土が傷つけられています。防災・
減災報道に全力で取り組み，国民の生命と平穏な
暮らしを守ることは，公共放送の最も重要な使命
の 1つです。放送だけでなくインターネットなど
あらゆる手段を活用して，命と暮らしを守る公共
放送の原点を堅持します。首都直下地震，南海ト
ラフ巨大地震などの大規模災害に備え，いかなる
場合も途切れることのない放送を維持するため，
緊急報道体制を整備します。全国の放送局は，地
域の安全・安心の拠点となり，非常災害時に備え
た取り組みを推進します。また，東日本大震災や
熊本地震など，甚大な災害を受けた被災地の現状
と課題や，原発事故後の対策についても継続して
伝え，復興を支援します。

2．  日本や世界の課題に向き合い，判断のよ
りどころとなる報道・番組を充実

　いま世界は混迷を深め，先の読めない不安定な
時代を迎えています。深まる民族対立，社会の分
断化，核やテロの不安が広がっています。また，
国内では少子高齢化・人口減少，社会保障，経済
再生などの課題が山積し，解決への模索が続いて
います。NHKは，判断のよりどころとなる確か
な情報と多角的な視点を社会に示すことで，ジャ
ーナリズムとしての役割と責務を果たします。広
範な取材ネットワークと調査報道によって複雑な
時代を読み解き，解決の処方箋を探るニュース・
番組を制作。視聴者に信頼される放送局を目指し
ます。

3．  視聴者の幅広い関心に応えて，見応えあ
る魅力的なコンテンツを開発・制作

　NHKがもつ地上放送 2波，衛星放送 2波，音
声放送 3波を生かし，多彩なコンテンツを開発・
制作，インターネットも有効に活用して，幅広い
世代に情報を届けます。総合テレビジョンでは，
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日本や世界の課題に正面から向き合い，わかりや
すく，信頼されるニュース・番組を放送します。
多様なジャンルから魅力的なコンテンツをバラン
スよく編成し，生放送を増やしてライブ感あふれ
るチャンネルを目指します。教育テレビジョンで
は，教育・福祉・趣味実用などの番組を彩り豊か
に編成し，データ放送やアプリとの連携も充実さ
せ，子どもからお年寄りまでの“知りたい”“学
びたい”に応えます。BS1はライブ感あふれる情
報チャンネルとして，国際・経済，スポーツ，ド
キュメンタリーを充実させ，東京オリンピック・
パラリンピックを見据えた番組に力を入れます。
BSプレミアムでは，本物志向の知的エンターテ
インメントチャンネルとして，他では見られない
良質で深い感動のある番組を編成します。音声波
では，常に身近な安全・安心ラジオとしての機能
を強化し，インターネット発信も充実させます。

4．  東京オリンピック・パラリンピックを見据え
て最高水準の放送・サービスの実現を目指す

　最高水準の放送・サービスの推進力となるのは，
スーパーハイビジョンとデジタルサービスです。
平成30年 2 月に開催されるピョンチャンオリンピ
ック・パラリンピックでは，これらの新技術を使
った演出に挑戦し，2020年に向けた大きなステッ
プにします。また，スポーツ以外にもドラマ，エ
ンターテインメント，自然，美術・教養，情報番
組など多彩なジャンルで，新しい放送サービスの
可能性を追求します。
　スーパーハイビジョン試験放送・ 4 Kについて
は，地上波，衛星波で放送されている定時番組と
の一体制作を加速させ，本格的なスーパーハイビ
ジョン時代に備えます。 8 Kについては，超高精
細度カメラならではの迫力ある映像で第一級の芸
術作品や世界遺産などを撮影するほか，22.2マル
チチャンネル音響を使って世界の優れた音楽・舞
台芸術を収録し， 8 Kにふさわしいコンテンツの
開発に努めます。
　デジタルサービスは，“より深く知りたい”“も
っと楽しみたい”という視聴者の要望に応えるた
め，放送と連動して利便性・情報性をより向上さ
せます。「NHKオンライン」（NHKホームページ）
は内容を充実させ，知りたい情報に容易にたどり
着けるように強化・改善します。また，災害・緊
急時に役立つ「NHKニュース・防災アプリ」な
どでは，命を守る情報を多様な伝送路を使ってリ
アルタイムで視聴者に届け，関連ニュースや
NHKのサイトへの連携を促進します。

5．  全国の放送局は，地域活性化に積極的に
貢献

　NHKの各放送局は，放送・サービスを通して
地域活性化に積極的に貢献します。地域の豊かな
自然，暮らし，人と人との温かなつながりを，情
報番組やドラマなどさまざまなジャンルの番組で
描き，全国，世界に向けて発信します。また，雇
用，教育，医療，福祉，農業などの分野で，地域
の優れた取り組みや課題をニュース・番組で深く
掘り下げるほか，人口減少など全国共通の問題に
ついては，先進的な成功事例を広く紹介します。
さらに，番組と連動させながらイベントを展開し，
視聴者からより親しまれる身近な放送局を目指し
ます。

6．日本を世界に，積極的に発信

　国際的に通用するクオリティの高いコンテンツ
を制作し，世界に向けて発信。NHKブランドの
向上を目指します。まだ誰も見たことがない自然
の驚異に迫る大型シリーズ，最新の映像技術を駆
使したドラマ・アニメ，環境・防災・高齢化など
世界共通の課題に向き合うドキュメンタリーな
ど，スケールが大きく良質なコンテンツでNHK
の存在感を高め，国際社会の日本への理解を促進
します。また，国内放送と国際放送との連携を強
化し，それぞれで放送する番組を制作するなど，
日本の国際化に資する放送にも取り組みます。

7．  多様な価値を認め合い，ともに生きる社
会を実現する放送・サービス

　リオデジャネイロパラリンピックで，NHKは
「ユニバーサル放送」を実施しました。これは，
障害の有る無しにかかわらず，より多くの人が競
技を楽しめるように，字幕放送・解説放送・手話
放送を充実させた放送です。NHKは，障害の有無，
年齢や性別，国籍などに関わりなく，多様な価値
を持った人たちがともに生きる社会を実現するた
めに，放送・サービスの充実に努めます。字幕放
送と解説放送については，長期計画に基づいて拡
充し，ニュースなどの生字幕放送については，地
域放送も含めて積極的に取り組みます。
　以上の重点項目の実施にあたっては，以下のよ
うな施策も勘案しながら，創造的で活力に満ちた
取材・制作体制を構築します。
○ 「国内放送番組編集の基本計画」が放送サービ
スとして実現されているか，録画視聴やインタ
ーネット利用も含めたNHKへのトータルな接
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触を把握する指標を活用し，より適切な評価・
管理体制を作ります。
○ スーパーハイビジョン試験放送では，通常番組
（ 2 K）との一体制作を拡大するなど，限られ
た経営資源を効果的・効率的に活用します。
○ スマートフォンやタブレット等の情報端末が普
及するなか，放送を基軸としながらインターネ
ットを有効に活用。若い世代の視聴率・接触者
率の低下に歯止めをかけ，幅広い世代の接触を
拡大します。
○ 人材の育成では，放送倫理やコンプライアンス
意識を徹底，事実に基づく確かな情報と質の高
い番組の提供に努めます。また，ダイバーシテ
ィ推進・働き方改革にも取り組みます。

Ⅲ．各波の編集方針

1．総合テレビジョン

　基幹波として公共放送の原点を堅持し，さらに
強化します。命と暮らしを守る正確で迅速な報道，
わかりやすく，信頼されるニュース，文化・教養・
娯楽番組などを充実させ，幅広い世代の視聴者か
ら支持されるチャンネルを目指します。本格的な
スーパーハイビジョン，ネット時代に対応，世界
水準の高品質なコンテンツ開発に取り組み，新た
な時代の放送・サービスを開拓します。
〈編集のポイント〉
1．生放送の時間帯を増やし，視聴者の関心の高
い情報や地域の魅力を発信するとともに，生
活者の暮らしを守り，緊急対応力を強化

2．より幅広い世代の視聴者から支持される新番
組の編成，既存番組の強化・改善を進め，ゴ
ールデン・プライム帯の番組を充実

3．スーパーハイビジョン一体制作を推進。地上
波（ 2 K）とともにスーパーハイビジョン試
験放送でも放送，より高画質・高品質の放送
サービスを提供

4．“東京2020”への課題を検証し，期待に応え
る多様な番組を開発

5．国際放送との連携や国際共同制作を進め，日
本の魅力を世界に発信

〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組20％以上，教育番
組10％以上，報道番組35％以上，娯楽番組20％
以上を編成します。

2．教育テレビジョン（Eテレ）

　教育，福祉などの重要課題に加え，語学・教養・
趣味実用など多彩な番組を編成し，教育放送とし
て，幅広い世代の“知りたい”“学びたい”に応
えます。番組とインターネットの連携をより充実
させ，子ども・若者の視聴拡大を図るとともに，
人々の暮らしに役立ち，豊かにする放送を目指し
ます。
〈編集のポイント〉
1．教育，福祉，防災などの課題への総合的取り
組み

2．子ども向けに，データ放送・アプリ等と連携
した“体験するテレビ”を提供

3．子育て・趣味実用番組で，インターネット連
動による視聴者の関心や疑問に応える“役に
立つ”サービスを充実

4．人々の多様な知的好奇心に応え，人生を豊か
にする教養番組を開発

〔放送時間〕
○ 1日20時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組15％以上，教育番
組75％以上，報道番組若干を編成します。

3．BS1

　“ライブ感あふれる情報チャンネル”として，
国際・経済，スポーツ，ドキュメンタリーの各分
野を充実させるとともに，オリンピック・パラリ
ンピック関連番組に一層力を入れ，2020年に向か
う視聴者の関心に最大限に応えます。
　スポーツにおける新演出，新技術の開発に積極
的に取り組み“2020年最高水準の放送・サービス”
実現に向けて先導的な役割を果たします。
〈編集のポイント〉
1．2018年のピョンチャン，2020年の東京大会に
向けて高まるスポーツ熱や関心に応える，幅
広いオリンピック・パラリンピックの関連番
組を編成

2．スポーツにおける新演出，新技術の開発を促
進

3．アマチュアスポーツの振興を図るとともに，
五輪追加種目など若い世代に関心の高い競技
の放送を拡大

4．グローバルな視点で世界や日本の今と向き合
うドキュメンタリー・報道番組を強化

〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
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〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組20％以上，教育番
組10％以上を編成します。

4．BSプレミアム

　“本物志向の知的エンターテインメントチャン
ネル”としての存在感をより高めるための充実・
強化を図ります。BSプレミアムにしかない良質
な娯楽，深い感動のある多彩な番組をそろえると
ともに，新たな定番ジャンルや演出の開発も積極
的に行い，幅広い世代の視聴者に接触してもらう
ことを目指します。
〈編集のポイント〉
1．フラッグシップとしての超大型特集番組の一
層の充実と強化

2．視聴者層拡大を目指し，女性層からも支持さ
れる番組を開発

3．時間帯ごとの番組ゾーンを見直し，より視聴
者の要望に見合う番組を提供

4．視聴者の満足度を高めるための柔軟で魅力的
な編成

〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○特に定めない。

5．スーパーハイビジョン試験放送

　多彩なスーパーハイビジョン（ 4 K・8 K）番組
の制作を加速して，超高精細テレビ放送の普及促
進に資するとともに，実用放送に向けてスーパー
ハイビジョンならではのコンテンツ開発と技術検
証に注力します。また，世界に日本を発信する高
品質の 4 K番組や新しい映像表現に挑戦する 8 K
番組の制作を推進します。
〈編集のポイント〉
1．自然，紀行，美術，科学，ドラマ，音楽，エ
ンターテインメント，伝統芸能などの分野で，
他波の定時番組との一体制作を推進

2．最先端の映像技術やデータ分析などを使った，
スーパーハイビジョンならではの映像表現・
演出のスポーツ中継や番組を編成

3．国際的な関心に応える 4 Kのドラマやドキュ
メンタリー， 8 Kの特性を生かした音楽・芸
術番組，放送外展開も視野に入れた 8 K大型
番組を強化

〔放送時間〕
○ 1日 7時間を基本とします。

〔放送番組の部門別編成比率〕
○特に定めない。

6．ラジオ第1放送

　音声基幹波として，“安全・安心ラジオ”のさ
らなる機能強化に取り組み，災害時に備えた地域
の生活情報番組を拡大して，暮らしに役立つ情報，
命を守る放送を届けます。インターネットラジオ
「らじる★らじる」によるサービスの充実を図
り，“いつでも”“どこでも”“さまざまな”放送
を聞ける環境を提供し，多様なニーズに応えます。
また，インターネットとの効果的な連動を進め，
各番組の一層の定着と新規リスナーの獲得を目指
します。
〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養・教育番組あわせて
25％以上，報道番組35％以上，娯楽番組20％以
上を編成します。

7．ラジオ第2放送

　生涯学習波として，多様な知的欲求に応える番
組を編成するとともに，語学番組の充実を図りま
す。また，デジタルサービスとの連携で“いつで
も”“どこでも”学べる機会を提供します。
〔放送時間〕
○ 1日19時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組15％以上，教育番
組65％以上，報道番組10％以上を編成します。

8．FM放送

　さまざまな音楽・芸能ジャンルのコンテンツを
幅広く編成し，総合音楽波として，多様なリスナ
ーの興味や関心に引き続き応えます。また，次の
時代に伝え継ぐべき伝統芸能・文化のすそ野の拡
大や若者向け番組の強化を図り，接触者をさらに
増やす取り組みをしていきます。災害など緊急時
には，ラジオ第 1放送と連携して機動的な編成を
行い，地域情報波としてきめ細かなライフライン
情報を提供します。
〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養・教育番組あわせて
40％以上，報道番組10％以上，娯楽番組25％以
上を編成します。
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放送番組の改定

Ⅰ． 4月の番組改定

1．総合テレビジョン

（1）平日午後をライブ感あふれる番組ゾーンに
刷新し，関心の高いビビッドな情報や，地
域の魅力の発信の場とするとともに，緊急
対応力を強化

　平日午後 1時から 4時まで， 3時間にわたる生
放送番組『ごごナマ』を新設。「オトナの井戸端
会議」をコンセプトに，旬のゲストを招いたトー
クコーナーや，暮らしの情報サイト「らいふ」と
連動した生活情報，国際放送と連携したコーナー
など，多彩なラインアップで構成した。金曜日は
大阪局のスタジオからの生放送とし，関西地方を
はじめ，全国各地の旬の食材や魅力的な地域情報
をライブ感あふれる中継を交えながら伝えた。
　また，『シブ 5時』を『 4時も！シブ 5時』と
題して午後 4時からスタートさせ，平日午後の時
間帯を生放送中心にすることで，災害や突発的事
件，会見等に柔軟に対応できる体制を構築した。
（2）より幅広い世代の視聴者から支持されるよ

う，ゴールデン・プライム帯の番組を充実
　木曜午後 7時台には，『人名探究バラエティー　
日本人のおなまえっ！』を新設。名前に隠された
知られざるルーツや，名前にまつわる多種多様な
疑問を，毎回さまざまな角度から掘り下げ，幅広
い世代の視聴者が楽しめる情報バラエティーとし
ての定着を図った。
　土曜午後 6時台の『土曜時代劇』は，タイトル
を『土曜時代ドラマ』に変更し，取り上げる時代
やテーマを広げることで，幅広い世代の視聴者が
楽しめる新しいドラマ枠を目指した。また，『土
曜ドラマ』は放送尺を30分にして，土曜午後 8時
台に移設。週末夜間に家族そろって楽しめるドラ
マ枠として，内容の充実を図った。
（3）スーパーハイビジョン一体制作を推進し，

より高画質・高音質の放送サービスを提供
　『土曜ドラマ』『NHKスペシャル』『ダーウィ
ンが来た！生きもの新伝説』などの番組で，スー
パーハイビジョン一体制作を推進し，より高画質・
高品質の放送サービスを提供した。
（4）“2020東京” への期待と理解を高める多様

な番組を編成
　東京オリンピック・パラリンピック開催の

1,000日前にあたる10月28日を中心に，関連特集
番組を集中編成したほか，該当週の定時番組でも，
五輪関連のテーマを集中的に取り上げた。特集番
組では，10月28日の午後帯を中心に，全国各地で
行われる関連イベントを中継で結びながら， 3年
後の“2020東京”に向けた日本各地の熱気を伝え
る特集番組『1000日前　東京大会へ！スペシャ
ル』を放送したほか，タレントの内村光良さんを
MCに迎えた特集番組『内村五輪宣言！　～
TOKYO 2020開幕1000日前スペシャル～』を夜
間に編成し，多彩な番組で“2020東京”への機運
を高めた。
（5）国際放送との連携を深め，日本の魅力を伝

える番組を制作
　平日午後 3時台の『ごごナマ』の枠内で，国際
放送のソフトを活用しながら，外国人の目線から
見た日本各地の魅力や，知られざる驚きの技術，
流行の最前線などを再発見し伝えるコーナーを設
け，日本の文化や風土，各地の特性やそこに暮ら
す人々の魅力を多角的に伝えた。

2．教育テレビジョン（Eテレ）

（1）平日朝，親子で見たくなる，共通の話題と
なる番組の編成

　Eテレで一番見られている時間帯のひとつ，平
日朝の魅力をさらに高めた。大人や子どもが英語
の「音」で遊ぶ新しいスタイルの英語番組『えい
ごであそぼ with Orton』を新設。さらに，アプ
リと連動し，身の回りの音に注目することで子ど
もたちの好奇心を刺激する『オトッペ』を新設し
た。
　学校放送番組では，小学 3～ 4年生の社会科番
組『コノマチ☆リサーチ』，プログラミングをテ
ーマにした『Why！？プログラミング』を新設
した。
（2）ティーンズの多様な関心に応える番組を編

成
　夕方から夜間にかけて，ローティーン，ミドル
ティーンのさまざまな関心に応える番組を編成し
た。月曜から木曜放送の『Let's天才てれびくん』
をリニューアルした『天才てれびくんYOU』を
新設したほか，木曜に，10代が主役の『＃ジュー
ダイ』を新設。人気のアニメについては，土曜に
『境界のRINNE3』『スポンジ・ボブ』を新設し，
家族で楽しめる良質のアニメ番組を提供した。
（3）趣味・実用番組の充実，視聴者の要望に応

えるサービスの強化
　『きょうの料理』で月 1回，生放送でSNSと連
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動した「COOK9」を新設。『きょうの健康』など，
おなじみの番組のテーマや演出をブラッシュアッ
プしたほか，インターネットとの連携をさらに深
め，視聴者の興味や関心に速やかに対応した。英
語番組では，小学生向けの『エイゴビート』。ア
プリ，ラジオと連動して英単語の新しい学び方を
提供する『ボキャブライダー　on　TV』を新
設。また，50代以上の世代に，生活を豊かにする
ヒントを届ける『あしたも晴れ！人生レシピ』を
新設した。
（4）繰り返し見ても高い満足度が得られる質の

高い教養系番組の充実
　平日午後10・11時台は，現役世代に向けた教養
系の番組を充実させた。『100分de名著』『先人た
ちの底力　知恵泉（ちえいず）』『オイコノミア』
『モーガン・フリーマン　時空を超えて』
『SWITCHインタビュー　達人達（たち）』『ETV
特集』などの定時番組は，出演者や演出，映像表
現のブラッシュアップに取り組んだ。また，民家
や倉庫など古い建物を改装したカフェを舞台に，
実際にあった地域の歴史に基づくドラマを，その
町に住む人たちが演じる『ふるカフェ系　ハルさ
んの休日』を新設した。
（5）東京オリンピック・パラリンピックに向け

たEテレらしいアプローチの番組を編成
　語学，食，文化，福祉など，Eテレならではの
専門性で，「2020年東京」に向けた国際交流やボ
ランティアなどの活動に役立つ情報を提供。 4月
から『みんなの2020　バンバン　ジャパーン！』
を新設し，2020に向けユニークな活動に取り組む
外国人や日本人を応援。『ハートネットTV』や
『バリバラ』などの定時番組でもパラリンピック
に関する企画を放送した。

3．BS1

（ 1）2018年のピョンチャン，2020年の東京
大会に向けて高まるスポーツ熱や関心に応
える，幅広いオリンピック・パラリンピッ
クの関連番組を編成

　オリンピック・パラリンピックを盛り上げる番
組『東京オリパラ団』『世界はTokyoをめざす』
を日曜午後 7・ 8 時台に移設したほか，『アスリ
ートの魂』『超人たちのパラリンピック』など多
彩な番組を展開して幅広くオリンピック・パラリ
ンピック関連番組を放送した。
（2）スポーツにおける新演出，新技術の開発を

促進
　最先端の映像技術やデータ分析テクノロジーな

どを連動させた新しい演出で，スポーツに新たな
視点と楽しみ方を提供する新番組『スポーツイノ
ベーション』を新設した。また，野球解説用の
AIを開発して中継放送で登場させたほか，サッ
カー・ Jリーグ中継ではゴールキーパーに定点カ
メラを据えて試合のもようを伝えた。また，360°
カメラで撮影したドキュメンタリーを制作して，
ネットで映像を同時配信するなどスポーツをより
深く，より魅力的に伝えた。
（3）アマチュアスポーツの振興を図るととも

に，五輪追加種目など若い世代に関心の高
い競技の放送を拡大

　競技中継に解説や選手のインタビューなどを交
えて再構成する『応援！ニッポンスポーツ』を 7
つの競技大会で制作・放送した。また，土曜午後
5時台から 6時台には，登山，自転車，マラソン
をテーマに身体を動かす楽しさを伝える番組や，
スポーツのコーチングにとどまらず，子育てやビ
ジネスシーンにも活用できる示唆に富んだ言葉が
満載の『奇跡のレッスン～最強コーチと子どもた
ち～』など，スポーツを通じて幅広いメッセージ
を発信する番組を編成した。
（4）グローバルな視点で世界や日本の今と向き

合うドキュメンタリー・報道番組を強化
　日曜夜間に，激動する世界の現場を記録するル
ポルタージュ番組『激動の世界をゆく』では，目
まぐるしく変化する国際情勢に対応してタイムリ
ーなテーマで放送した。週末の経済情報番組『経
済フロントライン』は，一週間の経済動向をまと
めて振り返るとともに，国内外の最新の経済情報
を深く掘り下げた。『BS1スペシャル』は，国内
外を問わず，今日的な問題から知られざる歴史を
浮き彫りにした秘話まで硬軟さまざまなテーマを
取り上げて視聴者の期待に応えた。

4．BSプレミアム

（1）特集番組の一層の充実と強化
　土曜夜間の超大型特集枠『スーパープレミア
ム』を継続し，これまでにない新鮮な出演者や演
出によるドラマ，他では見られないスケール感あ
ふれる自然・紀行・歴史番組や大規模な生中継番
組など，オリジナリティー豊かでインパクトのあ
る大型番組を毎月放送した。主な番組は，「潜入！　
世界最高峰のマジック殿堂　マジックキャッス
ル」「世界プリンス・プリンセス物語」「京都異界
中継」「古代エジプト　 3人の女王のミステリー」
「ぐるっと赤道 3時間スペシャル」「スペシャル
ドラマ『荒神』」など。土曜夜間にはこのほかに
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も，話題性の高い多彩な特集番組を編成した。
　また，水曜夜間に特集番組枠『水曜インパク
ト』を新設し，他波とは異なる切り口，スケール
感を持った番組や新たなジャンルを開拓する番組
などを放送するとともに，『スーパープレミアム』
に関連した番組も編成した。
（2）視聴者層拡大を目指し，女性層からも支持

される番組を開発
　平日夜間に女性層を意識した新たな番組を編成
するとともに，既存の番組もより見やすい編成を
目指して再配置した。
　水曜午後 7時台は「開発ゾーン」として，『パ
ン旅。』など，女性をはじめ幅広い層に向けたさ
まざまな開発番組を編成した。
　木曜午後 9時台には，美と健康に関する実用情
報満載の番組『美と若さの新常識～カラダのヒミ
ツ～』を新設した。
（3）時間帯ごとの番組ゾーンを見直し，より視

聴者ニーズに見合う番組を提供
　平日午前 6時台，午後 6時台の編成を刷新し，
中高年層に見てもらえるような番組を配置した。
　火曜午後 6時台には，全国各地の農村や農産物
の魅力を再発見するバラエティー番組『梅沢富美
男と東野幸治のまんぷく農家メシ！』を新設し
た。
（4）視聴者の満足度を高めるための柔軟で魅力

的な編成
　月曜夜間の『プレミアムシネマ』の枠を拡大
し，人気の大作映画を重点的に編成。これに伴い，
午後11時台の編成を変更した。

5．スーパーハイビジョン試験放送

　スーパーハイビジョン試験放送では， 4 K・8 K
放送の技術検証と普及に資するために，超高精細
映像や三次元音響など，スーパーハイビジョンの
最先端の技術を生かした番組を制作し，午前10時
から午後 6時までの間を基本として編成した。一
般社団法人放送サービス高度化推進協会
（A-PAB）が 1日 1時間の放送をした。
　紀行，音楽・エンターテインメント，自然・科
学，ドラマ，美術・文化など，ジャンル別に放送
時間帯を設け，月曜から金曜まで同一番組を繰り
返して放送し，毎週末には，一つのテーマに沿っ
た集中編成を実施した。通常は 8 K放送とし，一
部 4 K番組のマルチ編成も実施した。
　ピョンチャンオリンピックでは，開会式やフィ
ギュアスケート，ジャンプなど，多くの注目競技
を放送した。

6．ラジオ第1放送

（1）インターネットラジオのサービス充実
　「らじる★らじる」の「聴き逃しサービス」で
は，タイムシフトで聴取できる番組タイトル数を
9から28番組に拡充し，ニュースだけではなく，
ドラマや音楽，バラエティーなど番組ジャンルの
幅を広げた。
　インターネットラジオの普及を促進し，10月 2
日からはNHKラジオを民放のインターネットラ
ジオ「radiko」で配信する実験を開始，11月15日
からはNHKラジオのニュースをAIスピーカーで
配信するサービスを展開した。
（2）親子で楽しめる番組を編成
　共働き世帯が年々増加して親子の接触時間が少
なくなる中，親子で聴ける番組『きこえタマゴ！　
スペースシップちきゅーん』を平日の夜間に新設
した。
（3）平日夜間帯 “エンタメ” ゾーンの編成
　個性的なパーソナリティーを起用した『又吉・
児玉・向井のあとは寝るだけの時間』『アナウン
サーのディープな夜』を平日夜に編成し，午後 8
時・ 9時台をより多彩な娯楽ゾーンとして展開し
た。
（4）地域情報を強化
　平日夕方を中心に編成している地域の生活情報
番組を全国27の放送局に拡大した。地域に密着し
た情報発信の強化で，身近で頼りになる放送局と
しての存在感を高めた。

7．ラジオ第2放送

（1）テレビ・ラジオ・アプリが連動した新しい
学びの形を提供

　テレビのコメディードラマで視聴者の学習への
興味をかきたて，ラジオでは本格的な英単語学習，
さらにスマートフォンアプリで復習テストができ
る英単語学習番組『ボキャブライダー』を新設し
た。
（2）2020年東京オリンピック・パラリンピッ

クに向けた語学番組の充実
　日本の文化や風習への理解を深め，コミュニケ
ーションに役立つ中国語講座『おもてなしの中国
語』や，高校生や大学生に向けて，社会で実際に
よく使われる英語を取り上げる実践的英語講座
『高校生からはじめる「現代英語」』を新設した。
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8．FM放送

（1）夜11時台の音楽トーク番組を強化
　多彩なパーソナリティーの番組を編成している
平日午後11時台に『久保田利伸　ファンキーフラ
イデー』を新設した。ビッグ・アーティストを
MCに起用することで現役世代への訴求力を高め
た。
（2）長年続いた民謡番組を刷新
　50年にわたり全国各地の民謡の魅力を伝えてき
た『日本の民謡』をリニューアルし，『吉木りさ
のタミウタ』を日曜朝に編成した。若者に親しみ
のある出演者を起用することで新規リスナーの獲
得を図った。

Ⅱ．年度途中の新設番組など

1．総合テレビジョン

（1）新設番組
　後半期の改定では，水曜夜間に『ファミリーヒ
ストリー』（10.4～），木曜夜間に『超入門！落語　
THE MOVIE』（10.5～）を新設したほか，土曜
夜間に『アニメ　 3月のライオン　第 2シリー
ズ』（10.14～）を放送した。
（2）ドラマの新シリーズ
　『連続テレビ小説』は「わろてんか」（10.2～），
『大河ドラマ』では「西郷どん」（1.7～）を開始
した。金曜午後10時の『ドラマ10』は，「この声
をきみに」（9.8～），「マチ工場のオンナ」（11.24～）
などを放送した。土曜には，『土曜時代ドラマ』
で「アシガール」（9.23～）を，『土曜ドラマ』で
「植木等とのぼせもん」（9.2～）を放送した。日
曜夜間の海外ドラマでは，『THIS IS US　36歳、                
これから』（10.1～）を放送した。

2．教育テレビジョン（Eテレ）

　後半期の改定では，幼児こども向け番組として
『アニメ　ピングー　in　ザ・シティ』（10.7～），
『PEANUTS スヌーピー　ショートアニメ』
（10.7～）を放送した。また，語学番組の新シリ
ーズとして『旅するドイツ語』（10.2～），『旅す
るイタリア語』（10.3～），『旅するフランス語』（10.4
～），『旅するスペイン語』（10.4～），『ロシアゴ
スキー』（10.5～）を，教養番組として『ねほり
んぱほりん』（10.4～），『人間ってナンだ？超AI
入門』（10.6～），『ダイアモンド博士の“ヒトの
秘密”』（1.5～），『シリーズ　欲望の経済史～ル

ールが変わる時～』（1.5～），『シリーズ　欲望の
経済史～日本戦後編～』（2.16～）を放送した。
アニメでは『アニメ　クラシカロイド 2』（10.7
～）を放送した。

3．BS1

　野球などのシーズン終了や欧米の冬時間等に伴
い，11月 6 日以降，一部改定を実施した。
　 2年目のシーズンを迎え，人気がさらに広がっ
ているBリーグの注目試合をダイジェストで伝
え，勝敗を分けたプレーや戦術を徹底的に掘り下
げて解説してバスケットボールの奥深さや魅力を
伝える番組『熱血解剖！Bリーグ』を新設した。
　また，午後11時台には，金曜にはアスリートと
スポーツマンガの関係を描く『ぼくらはマンガで
強くなった』（11.10～）を，土曜にはプロ野球を
毎回ひとつのテーマで掘り下げる『球辞苑～プロ
野球が100倍楽しくなるキーワードたち～』（11.11
～）を放送した。
　欧米の夏時間の終了に伴い，日曜の午前 5～ 8
時台の編成を一部変更し，『ワールドニュース』
は午前 8時からの放送に変更し，『PGAゴルフツ
アー』は午前 6～ 7 時台に変更，『チャリダー★
快汗！サイクルクリニック』『ラン×スマ～街の
風になれ～』を午前 5時台に再放送した。

4．BSプレミアム

　後半期の改定では，新たな視点で歴史を楽しむ
番組『偉人たちの健康診断』（10.4～）を新設し
たほか，『ザ・プロファイラー　～夢と野望の人
生～』（10.5～）を半年ぶりに編成，また，海外
ドラマの新シリーズ『クイーン・メアリー 2　愛
と欲望の王宮』（9.12～）を放送した。アニメは，
『響け！ユーフォニアム』（10.1～），『アニメ　
カードキャプターさくら　クリアカード編』（1.7
～）を放送した。『連続テレビ小説』のアンコー
ルは，「花子とアン」（9.25～）を放送した。

5．ラジオ第1放送

　プロ野球ナイトゲームの終了に伴い，木・金曜
の午後 8～ 9時台の編成を改定した。木曜はトー
ク番組『かれんスタイル』を，金曜は音楽番組
『ミュージック・グラフィティー』を放送した。

6．ラジオ第2放送

　前半期放送した『ポルトガル語入門』の後続番
組として『ポルトガル語ステップアップ』を放送
した。



第２部　NHKの概況｜第１章　放送｜1 節　放送番組の編成

NHK年鑑’18 62

国内放送番組審議会
　放送番組審議会は，放送事業者に対して放送法
で設置が義務付けられている法定の審議機関であ
る。NHKは国内放送に関わる「中央放送番組審
議会」と 8つの「地方放送番組審議会」，国際放
送に関わる「国際放送番組審議会」を設置してい
る。
　番組審議会は，放送番組の適正を図るための自
律措置として設けられているものであることか
ら，委員の人選にあたっては学識経験者などの中
から，社会動向や属性など全体の調和を考え，視
聴者の意向が的確に反映されるよう，幅広い観点
から委嘱を行っている。委員数は，18年 3 月現在
で中央審議会は16人，地方審議会は10～12人で組
織している。会議は，毎月 1回の定例開催日に議
題を設けて実施している（ 8月は休会）。会長の
諮問に応じて全国向けの「国内放送番組編集の基
本計画」と各地域向けの「地域放送番組編集計
画」について審議し，答申したほか，番組全般に
ついて意見交換を行った。

1．中央放送番組審議会

　中央放送番組審議会は，17年度中に11回開催し，
会長の諮問により，12月に「平成30年度国内放送
番組編集の基本計画」について審議し，答申した
ほか，広く国内放送番組全般について活発な意見
交換を行い，放送番組への反映を図った。
　また， 5月に16年度下半期，11月に17年度上半
期の国内放送番組の種別および種別ごとの放送時
間について報告した。
　17年度中の主な議題は次のとおり。
4月　   経営計画における「達成状況の評価・管

理」（16年度第 4四半期・ 1～ 3 月），『人
名探究バラエティー　日本人のおなまえ
っ！　【さいとう】』について

5月　  放送番組の種別および種別ごとの放送時間
（16年10月～17年 3 月分），『ボキャブライ
ダー　on　TV』について

6月　  『NHKスペシャル』「発達障害～解明され
る未知の世界～」について

7月　  経営計画における「達成状況の評価・管
理」（17年度第 1四半期・ 4～ 6月），『歴史×
健康バラエティ　偉人たちの健康診断』「歴
史に学ぶ健康法」について

9月　  17年度後半期の国内放送番組の編成，18年
度の番組改定，『くうねるあそぶ　こども

応援宣言』「ねる子よ育て！」について
10月　  『NHKスペシャル　シリーズ　人体　神

秘の巨大ネットワーク　第 1集「“腎臓”
が寿命を決める」』について

11月　  経営計画における「達成状況の評価・管
理」（17年度第 2四半期・ 7～ 9月），放送
番組の種別および種別ごとの放送時間（17
年 4 ～ 9 月分），「平成30年度国内放送番組
編集の基本計画（案）」について

12月　  「平成30年度国内放送番組編集の基本計画
（案）－諮問－」，『ぼくらはマンガで強く
なった』「復活」について

1月　  NHK経営計画（18～20年度），『事件の涙　
Human　Crossroads』「死刑囚の母　息子
の選択～和歌山・毒物カレー事件～」につ
いて

2月　  経営計画における「達成状況の評価・管
理」（17年度第 3四半期・10～12月），「平
成30年度国内放送番組編成計画」「平成30
年度インターネットサービス実施計画」，
『シリーズ　欲望の経済史～ルールが変わ
る時～ 第 1 回「時が富を生む魔術～利子
の誕生～」』について

3月　  『就活応援TV～学生と企業のホントの本
音～』について

　番組審議会の活動内容の公開については，各番
組審議会の議事録を毎月，放送やインターネット
などで公表している。

2．地方放送番組審議会

　全国 8つの地域ごとに「地方放送番組審議会」
が設けられ，各地域の放送番組の基本方針を審議
している。
　17年度中に各地域とも11回開催し，会長の諮問
に応じて「平成30年度各地方向け地域放送番組編
集計画」について審議し，答申したほか，番組全
般について意見交換し，その適正化を図った。


